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三

　
一
、
解
　
題

　
「
微び

之し

を
祭
る
文
」
は
、
大
和
五
年
（
八
三
一
）、
白
居
易
六
十
歳
の
作
品
で
あ
り
、
同
年
に
逝
去
し
た
親
友
元げ
ん

稹し
ん

（
微
之
は
、
字
）
の

棺
が
、
洛
陽
の
白
居
易
邸
に
到
着
し
た
際
、
元
稹
の
霊
前
に
献
げ
ら
れ
た
祭
文
で
あ
る
。

　

白
居
易
が
、
生
前
の
元
稹
と
最
後
に
出
会
っ
た
の
は
、
大
和
三
年
（
八
二
九
）
の
冬
、
白
居
易
五
十
八
歳
、
元
稹
五
十
二
歳
の
時
で

あ
っ
た
。
そ
の
約
二
年
後
、
大
和
五
年
（
八
三
一
）
の
七
月
に
、
元
稹
は
鄂が

く

州
（
湖
北
省
武
昌
県
）
に
お
い
て
逝
去
し
、
そ
の
棺
が
白
居

易
の
住
む
洛
陽
に
到
着
し
た
の
は
同
年
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

元
来
、
弔
辞
に
は
、
故
人
に
対
す
る
衷
情
が
、
哀
切
を
極
め
た
文
体
で
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
白
居
易
の
こ
の
祭
文
も
、
そ
の
代

表
的
な
一
例
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
、
通
常
の
文
学
作
品
を
越
え
た
真
情
が
、
赤
裸
々
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
白
居
易
の
生
涯
に

お
い
て
最
も
感
情
の
高
揚
し
た
、
劇
的
な
悲
し
い
瞬
間
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
元
・
白
の
希
有
な
友
情
を
通
し
て
、
人
間
の

普
遍
的
な
本
質
の
一
面
を
、
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
は
、『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
九
（
馬
元
調
本
。
那
波
本
で
は
巻
六
十
）
所
収
の
祭
文
「
祭
微
之
文
（
微
之
を
祭
る
文
）」（
花
房
番

白
居
易
「
微
之
を
祭
る
文
」
訳
注

諸　

田　

龍　

美



六
四

号 
二
九
三
四
）
に
、
詳
細
な
訳
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
語
に
よ
る
注
釈
と
し
て
は
、
初
の
試
み
と
な
る
。
底
本
に
は
、
今
回

は
馬
元
調
本
を
使
用
し
た
。
ま
た
、
理
解
の
便
宜
の
た
め
、
全
体
を
七
つ
の
段
落
に
区
切
り
、【　

】
に
よ
っ
て
示
し
た
。

　
二
、
本
　
文

【
一
】　

維
大
和
五
年
歳
次
辛
亥
、
十
月
乙
丑
朔
、
十
日
辛
巳
、
中
大
夫
・
守
河
南
尹
・
上
柱
國
・
晉
陵
縣
開
國
男
・
食
邑
三
百
戸
・
賜
紫

金
魚
袋
白
居
易
、
以
淸
酌
庶
羞
之
奠
、
敬
祭
于
故
相
國
・
鄂
岳
節
度
使
・
贈
尚
書
右
僕
射
元
公
微
公
。

【
二
】　

惟
公
家
積
善
慶
、
天
鍾
粹
和
。
生
爲
國
禎
、
出
爲
人
瑞
。
行
業
志
略
、
政
術
文
華
、
四
科
全
才
、
一
時
獨
歩
。
雖
歷
將
相
、
未
盡

謨
猷
。
故
風
聲
但
樹
於
蕃
方
、
功
利
不
周
於
夷
夏
。
噫
。
此
蒼
生
之
不
多
遇
也
、
在
公
豈
有
所
不
足
耶
。
詩
云
、「
淑
人
君
子
、
胡
不
萬

年
」。
又
云
、「
如
可
贖
兮
、
人
百
其
身
」。
此
古
人
哀
惜
賢
良
之
懇
辭
也
。
若
情
理
憤
痛
、
過
於
斯
者
、
則
號
呼
壹
鬱
之
不
暇
、
又
安
可

勝
言
哉
。

【
三
】　

嗚
呼
微
之
。
貞
元
季
年
、
始
定
交
分
。
行
止
通
塞
、
靡
所
不
同
、
金
石
膠
漆
、
未
足
爲
喩
。
死
生
契
闊
者
三
十
載
、
歌
詩
唱
和
者

九
百
章
、
播
於
人
間
、
今
不
復
敍
。
至
於
爵
祿
患
難
之
際
、
寤
寐
憂
思
之
間
、
誓
心
同
歸
、
交
感
非
一
。
布
在
文
翰
、
今
不
重
云
。

【
四
】　

唯
近
者
公
拜
左
丞
、
自
越
過
洛
、
醉
別
悲
吨
、
投
我
二
詩
云
、「
君
應
怪
我
留
連
久
、
我
欲
與
君
辭
別
難
。
白
頭
徒
侶
漸
稀
少
、

明
日
恐
君
無
比
歡
」。
又
曰
、「
自
識
君
來
三
度
別
、
這
迴
白
盡
老
髭
鬚
。
戀
君
不
去
君
須
會
、
知
得
後
迴
相
見
無
」。
吟
罷
涕
零
、
執
手

而
去
。
私
揣
其
故
、
中
心
惕
然
。

【
五
】　

及
公
捐
館
於
鄂
、
悲
訃
忽
至
、
一
慟
之
後
、
萬
感
交
懷
。
覆
視
前
篇
、
詞
意
若
此
。
得
非
魄
兆
先
知
之
乎
。
無
以
繼
寄
悲
情
、
作

哀
詞
二
首
、
今
載
於
是
、
以
附
奠
文
。
其
一
云
、「
八
月
涼
風
吹
白
幕
、
寢
門
廊
下
哭
微
之
。
妻
孥
親
友
來
相
弔
、
唯
道
皇
天
無
所
知
」。



六
五

白
居
易
「
微
之
を
祭
る
文
」
訳
注

其
二
云
、「
文
章
卓
犖
生
無
敵
、
風
骨
精
靈
歿
有
神
。
哭
送
咸
陽
北
原
上
、
可
能
隨
例
作
埃
塵
」。
嗚
呼
微
之
。
始
以
詩
交
、
終
以
詩
訣
。

絃
筆
兩
絶
、
其
今
日
乎
。

【
六
】　

嗚
呼
微
之
。
三
界
之
間
、
孰
不
生
死
。
四
海
之
内
、
誰
無
交
朋
。
然
以
我
爾
之
身
、
爲
終
天
之
別
。
旣
往
者
已
矣
、
未
死
者
如
何
。

【
七
】　

嗚
呼
微
之
。
六
十
衰
翁
、
灰
心
血
涙
、
引
酒
再
奠
、
撫
棺
一
呼
。
佛
經
云
、
凡
有
業
結
、
無
非
因
集
。
與
公
縁
會
、
豈
是
偶
然
。

多
生
已
來
、
幾
離
幾
合
。
旣
有
今
別
、
寧
無
後
期
。
公
雖
不
歸
、
我
應
繼
往
。
安
有
形
去
而
影
在
、
皮
亡
而
毛
存
者
乎
。
嗚
呼
微
之
。
言

盡
於
此
。
尚
饗
。

　
三
、
訓
　
読

【
一
】　

維こ

れ
大
和
五
年
、
歳
次
辛
亥
、
十
月
乙
丑
の
朔
、
十
日
辛
巳
、
中
大
夫
・
守
河
南
尹
・
上
柱
國
・
晉
陵
縣
開
國
男
・
食
邑
三
百

戸
・
賜
紫
金
魚
袋
の
白
居
易
、
淸
酌
庶
羞
の
奠
を
以
て
、
敬つ

つ
し

ん
で
故
相
國
・
鄂
岳
節
度
使
・
贈
尚
書
右
僕
射
の
元
公
微
之
を
祭
る
。

【
二
】　

惟お
も

ふ
に
公
は
家
善
慶
を
積
み
て
、
天
粹
和
を
鍾あ
つ

む
。
生
れ
て
國
禎
と
爲な

り
、
出
で
て
人
瑞
と
爲
る
。
行
業
志
略
、
政
術
文
華
、
四

科
全
才
、
一
時
に
獨
歩
す
。
將
相
を
歷
す
と
雖
も
、
未
だ
盡
く
は
謨
猷
せ
ず
。
故
に
風
聲
但
だ
蕃
方
に
樹
っ
て
、
功
利
夷
夏
に
周あ

ま

ね
か
ら

ず
。
噫あ

あ 

此
れ
蒼
生
の
大
遇
な
ら
ざ
る
な
り
、
公
に
在
り
て
は
豈
に
足
ら
ざ
る
所
有
ら
ん
や
。
詩
に
云
ふ
「
淑
人
君
子
、
胡な
ん

ぞ
萬
年
な
ら

ざ
る
」
と
。
又
云
ふ
「
如
し
贖あ

が
な

ふ
可
く
ん
ば
、
人 

其
の
身
を
百
に
せ
ん
」
と
。
此
れ
古
人
賢
良
を
哀
惜
す
る
の
懇
辭
な
り
。
情
理
に
憤

痛
す
る
こ
と
、
斯
れ
に
過
ぐ
る
が
若ご

と

き
者
は
、
則
ち
號
呼
壹い
つ

鬱
の
暇
す
ら
あ
ら
ず
、
又
安い
づ
く

ん
ぞ
勝あ

げ
て
言
ふ
べ
け
ん
や
。

【
三
】　

嗚あ

呼あ 

微
之
よ
。
貞
元
の
季
年
に
、
始
め
て
交
分
を
定
め
た
り
。
行
止
通
塞
も
、
同
じ
か
ら
ざ
る
所
靡な

く
、
金
石
膠
漆
も
、
未
だ

喩
へ
と
爲
す
に
足
ら
ず
。
死
生
契
闊
す
る
者こ

と

三
十
載
、
歌
詩
唱
和
す
る
者
九
百
章
、
人
間
に
播は

せ
り
、
今
復
た
敍
せ
ず
。
爵
祿
患
難
の



六
六

際
、
寤
寐
憂
思
の
間
に
至
り
て
も
、
心
に
誓
ふ
こ
と
歸
を
同
じ
く
し
、
交こ
も
ご

も
感
ず
る
こ
と
一
に
非
ず
。
布し

き
て
文
翰
に
在
り
、
今
重
ね

て
は
云
は
ず
。

【
四
】　

唯
だ
近ち

か

者ご
ろ 

公 

左
丞
を
拜
し
、
越
自よ

り
洛
に
過よ

ぎ
り
、
醉
別
に
悲ひ

吒た

し
て
、
我
に
二
詩
を
投
じ
て
云
ふ
「
君 

應ま
さ

に
怪
し
む
べ
し
我

が
留
連
す
る
こ
と
久
し
き
を
。
我 

君
と
辭
し
別
れ
ん
と
欲
し
て
難
し
。
白
頭
の
徒
侶
漸
く
稀
少
、
明
日
恐
く
は
君 

此
の
歡
無
か
ら
ん
」

と
。
又
曰
く
「
君
を
識
り
て
自
り
來

こ
の
か
た 

三
度
別
れ
、
這こ
の

迴た
び

は
白
盡
す 

老
髭
鬚
。
君
を
戀
ひ
て
去
ら
ず 

君
須
く
會
す
べ
し
、
知
り
得
た
り 

後
迴
は
相
見
る
こ
と
無
な
か
ら
ん
」
と
。
吟
じ
罷
み
て
涕
零お

ち
、
手
を
執と

り
て
去
れ
り
。
私ひ
そ

か
に
其
の
故ゆ
ゑ

を
揣は
か

る
に
、
中
心
惕た
う

然
た
り
。

【
五
】　

公
館
を
鄂が

く

に
捐す

つ
る
に
及
び
て
、
悲
訃
忽
ち
至
り
、
一
慟
の
後
、
萬
感
交
も
懷
け
り
。
前
篇
を
覆
視
す
る
に
、
詞
意
此
く
の
若

し
。
魄
兆
先
ず
之
を
知
る
に
非
ざ
る
を
得
ん
や
。
以
て
悲
情
を
繼
寄
す
る
こ
と
無
く
し
て
、
哀
詞
二
首
を
作
れ
り
、
今
是
に
載
せ
、
以
て

奠
文
に
附
す
。
其
の
一
に
云
ふ
「
八
月
の
涼
風　

白
幕
を
吹
き
、
寢
門
の
廊
下
に
微
之
を
哭
す
。
妻
孥
親
友 

來
り
て
相
弔
ふ
、
唯
だ
道い

ふ 

皇
天
知
る
所
無
し
と
」。
其
の
二
に
云
ふ
「
文
章
は
卓
犖ら
く

に
し
て
生
く
る
に
敵
無
く
、
風
骨
は
精
靈
に
し
て
歿
し
て
神
有
り
。
哭
し
送

る 

咸
陽
北
原
の
上ほ
と
り

、
能よ

く
例
に
隨
ひ
て
埃
塵
と
作
る
べ
し
」。
嗚
呼 

微
之
よ
。
始
め
に
は
詩
を
以
て
交
は
り
、
終
は
り
に
は
詩
を
以
て

訣わ
か

る
。
絃
筆
兩
つ
な
が
ら
絶
ゆ
る
は
、
其
れ
今
日
か
。

【
六
】　

嗚
呼 

微
之
よ
。
三
界
の
間
、
孰た
れ

か
生
死
せ
ざ
ら
ん
。
四
海
の
内
、
誰
か
交
朋
無
か
ら
ん
。
然
ど
も
我
と
爾な
ん
ぢ

の
身
を
以
て
、
終
天

の
別
れ
を
爲
す
。
旣
に
往
く
者
は
已や

み
な
ん
も
、
未
だ
死
せ
ざ
る
者
は
如
何
せ
ん
。

【
七
】　

嗚
呼
微
之
よ
。
六
十
の
衰
翁
、
灰
心
血
涙
、
酒
を
引
き
て
再
び
奠ま

つ

り
、
棺
を
撫
し
て
一ひ
と

た
び
呼よ

ぶ
。
佛
經
に
云
ふ
「
凡
そ
業
結
有

る
は
、
因
集
に
非
ざ
る
は
無
し
」
と
。
公
と
縁
會
す
る
こ
と
、
豈
に
是
れ
偶
然
な
ら
ん
や
。
多
生
よ
り
已
來
、
幾
（
い
く
た
）
び
か
離
れ

幾い
く

た
び
か
合
へ
る
。
旣
に
今
別
有
り
、
寧な
ん

ぞ
後
期
無
か
ら
ん
。
公
は
歸
ら
ず
と
雖
も
、
我
は
應
に
繼つ

ぎ
て
往
く
べ
し
。
安
ん
ぞ
形
去
り
て

影
在
り
、
皮
亡
び
て
毛
存
す
る
者こ

と

有
ら
ん
や
。
嗚
呼 

微
之
よ
。
言げ
ん 

此
に
盡
き
ぬ
。
尚
こ
ひ
ね
が
は

く
は
饗う

け
よ
！



六
七

白
居
易
「
微
之
を
祭
る
文
」
訳
注

　
四
、
通
　
釈

【
一
】　

大
和
五
年
（
八
三
一
）
辛
亥
の
年
、
十
月
乙
丑
の
朔
、
十
日
辛
巳
に
、
中
大
夫
・
守
河
南
尹
・
上
柱
国
・
晋
陵
県
開
国
男
・
食
邑

三
百
戸
・
賜
紫
金
魚
袋
の
白
居
易
は
、
清
酒
と
諸
々
の
馳
走
を
お
供
え
し
、
謹
ん
で
故
相
国
・
鄂
岳
節
度
使
・
贈
尚
書
右
僕
射
の
元
公
微

之
を
お
祭
り
す
る
。

【
二
】　

思
え
ば
元
公
は
、
そ
の
家
が
善
行
を
積
み
重
ね
た
お
か
げ
で
、
天
が
純
粋
な
和
気
を
あ
つ
め
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
人
物
が

生
れ
出
た
こ
と
は
国
家
の
幸
い
で
あ
り
人
事
の
吉
兆
で
あ
っ
た
。
品
行
や
こ
こ
ろ
ざ
し
、
政
治
手
法
や
文
才
に
優
れ
、
四
科
に
万
能
の
才

を
発
揮
し
て
、
一
時
代
に
卓
越
し
た
の
で
あ
る
。
節
度
使
と
宰
相
職
と
を
歴
任
し
た
が
、
そ
の
は
か
り
ご
と
を
十
全
に
施
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
よ
き
風
俗
教
化
は
未
開
の
地
に
行
わ
れ
た
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
功
績
と
利
益
が
、
広
く
夷
狄
と
中
国
と
に
行

き
渡
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
あ
、
こ
れ
は
人
民
に
と
っ
て
不
運
で
あ
っ
た
が
、
決
し
て
公
に
至
ら
な
い
点
が
あ
っ
た
か
ら
で

は
な
い
。『
詩
経
』
に
「
善
人
君
子
は
、
ど
う
し
て
千
万
年
も
栄
え
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
い
い
、
ま
た
、「
も
し
身
代
わ
り
に
な
れ

る
な
ら
、
人
々
は
、
そ
の
身
を
百
に
し
て
も
代
わ
り
た
い
と
思
う
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
古
人
が
善
良
な
賢
人
を
哀
惜
し
た
真
心
か
ら
の

言
葉
で
あ
る
。（
わ
た
し
が
）
人
情
と
道
理
の
う
え
か
ら
（
公
の
死
を
）
憤
り
痛
む
こ
と
が
、（
詩
経
の
）
古
人
以
上
で
あ
る
よ
う
な
事
柄

に
つ
い
て
は
、
大
声
で
泣
き
叫
び
専
ら
鬱
ぎ
込
む
暇
す
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
そ
の
全
て
を
残
ら
ず
言
葉
に
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
か
。

【
三
】　

あ
あ
、
微
之
よ
。
君
と
は
貞
元
の
末
年
に
、
は
じ
め
て
交
際
す
る
運
命
と
な
っ
た
。
以
来
、
行
く
も
止
ま
る
も
、
幸
も
不
幸
も
、

同
じ
で
な
い
こ
と
は
な
く
、
金
石
や
膠
漆
す
ら
、
二
人
の
堅
く
離
れ
ぬ
交
情
を
喩
え
る
に
は
不
十
分
な
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
死
ぬ
も
生
き
る

も
苦
労
を
共
に
し
よ
う
と
誓
っ
て
か
ら
三
十
年
、
唱
和
し
た
歌
詩
は
九
百
首
に
及
ぶ
が
、
こ
れ
ら
は
世
間
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
、



六
八

今
繰
り
返
し
て
は
述
べ
な
い
。
ま
た
、
た
と
え
地
位
や
身
分
が
危
殆
に
瀕
し
た
際
で
も
、
寝
て
も
覚
め
て
も
憂
い
悩
む
時
で
も
、
心
に
誓

う
内
容
は
結
局
二
人
と
も
同
じ
で
あ
り
、（
離
れ
て
い
て
も
）
互
い
の
心
が
感
じ
合
う
不
思
議
も
一
度
や
二
度
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ

ら
も
文
章
と
し
て
公
開
し
て
い
る
か
ら
、
今
重
ね
て
は
言
わ
な
い
。

【
四
】　

た
だ
近
頃
、
公
は
、
尚
書
左
丞
を
拝
受
し
て
、
越
州
か
ら
（
長
安
へ
と
向
か
う
途
上
）
洛
陽
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
、
別
れ
の
宴

席
で
酔
っ
て
歎
き
悲
し
み
、
わ
た
し
に
二
首
の
詩
を
差
し
出
し
て
こ
う
述
べ
た
の
で
あ
っ
た
。「
君
は
き
っ
と
私
が
長
く
立
ち
去
ろ
う
と

し
な
い
こ
と
を
訝い

ぶ
か

し
く
思
っ
て
い
よ
う
。
私
は
君
に
別
れ
を
告
げ
よ
う
に
も
で
き
な
い
の
だ
。
白
髪
頭
の
朋
友
は
次
第
に
数
が
少
な
く

な
っ
た
。（
今
別
れ
た
ら
）
明
日
以
降
、
恐
ら
く
も
う
二
度
と
君
と
会
う
楽
し
み
は
あ
る
ま
い
」
と
。
ま
た
、
い
う
「
君
と
知
り
合
っ
て

か
ら
三
度
別
れ
を
体
験
し
た
が
、
こ
の
た
び
は
年
老
い
て
互
い
の
ひ
げ
も
真
っ
白
だ
。
君
を
恋
い
慕
っ
て
立
ち
去
ら
ぬ
わ
が
心
境
を
理
解

し
て
く
れ
た
ま
え
。
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
、
も
う
次
回
、
互
い
に
会
う
こ
と
は
無
い
と
」
と
。
詩
を
吟
じ
終
え
る
と
涙
を
落
と
し
、
わ
が

手
を
握
っ
て
、
立
ち
去
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ひ
そ
か
に
そ
の
わ
け
を
推
し
量
っ
て
み
る
に
、
心
中
不
安
で
恐
ろ
し
く
な
っ
た
。

【
五
】　
（
そ
の
約
二
年
後
に
）
公
が
鄂
州
で
逝
去
し
た
際
に
は
、
悲
し
い
訃
報
が
に
わ
か
に
到
着
し
、
ひ
た
す
ら
慟
哭
し
た
後
は
、
万
感

が
次
々
と
胸
に
こ
み
上
げ
て
き
た
。
以
前
（
公
が
詠
じ
た
こ
）
の
詩
篇
と
照
合
し
て
み
る
と
、
そ
の
言
葉
通
り
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

た
ま
し
い
が
予
兆
で
先
に
わ
か
っ
て
い
た
の
だ
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
い
。
悲
し
み
の
情
を
続
け
て
詠
じ
る
こ
と
は
さ
け
て
、
哀
詞
二
首
を

作
っ
た
の
で
、
今
こ
こ
に
載
せ
、
奠
文
に
附
す
る
。
其
の
一
に
い
う
「
八
月
の
涼
し
い
秋
風
が
白
幕
を
吹
く
こ
ろ
、
寝
殿
の
門
口
の
廊
下

で
微
之
（
の
死
）
を
痛
哭
し
た
。
今
、
妻
子
や
親
友
が
来
て
（
洛
陽
で
棺
を
前
に
君
を
）
弔
っ
て
い
る
が
、
皆
た
だ
、
天
は
よ
く
わ
か
っ

て
お
ら
れ
な
い
、
と
い
う
ば
か
り
だ
」。
其
の
二
に
い
う
「（
微
之
の
）
文
章
は
（
一
時
に
）
超
絶
し
、
生
前
は
無
敵
で
あ
っ
た
。
詩
文
の

風
格
は
霊
妙
で
あ
る
か
ら
、
死
後
も
（
君
の
）
精
神
を
伝
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
い
ま
痛
哭
し
つ
つ
（
君
が
）
咸
陽
の
北
原
に
（
埋
葬
さ

れ
て
行
く
の
を
）
見
送
る
。（
遺
恨
を
含
み
つ
つ
亡
く
な
っ
た
君
だ
が
）
通
例
通
り
埃
塵
と
な
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
（
な
れ
る
よ
う
願
っ



六
九

白
居
易
「
微
之
を
祭
る
文
」
訳
注

て
い
る
）」。
あ
あ
、
微
之
よ
。
我
々
の
交
際
は
、
詩
に
よ
っ
て
始
ま
り
、
最
後
に
は
、
詩
に
よ
っ
て
訣
別
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。（
真
の

理
解
者
を
失
い
、
我
が
）
絃
も
筆
も
、
と
も
に
断
絶
す
る
の
は
、
今
日
こ
の
日
で
あ
ろ
う
か
。

【
六
】　

あ
あ
、
微
之
よ
。
三
界
の
間
に
お
い
て
、
生
死
し
な
い
者
が
い
よ
う
か
。
四
海
の
内
に
お
い
て
、
朋
友
の
い
な
い
者
が
い
よ
う

か
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
で
も
な
い
私
と
君
と
が
、
永
遠
に
別
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。
す
で
に
逝
去
し
た
君
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

が
、
ま
だ
死
ね
ず
に
い
る
私
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

【
七
】　

あ
あ
、
微
之
よ
。
六
十
の
老
衰
し
た
翁
（
で
あ
る
私
）
が
、
心
も
灰
に
な
る
ほ
ど
に
落
胆
し
、
血
の
涙
を
流
し
な
が
ら
、
酒
を
手

に
し
て
再
び
（
君
の
霊
を
）
祭
り
、
棺
を
撫
で
て
一
た
び
呼
び
か
け
る
。
仏
典
で
は
「
す
べ
て
業
（
人
間
の
行
為
）
が
結
び
つ
く
の
は
、

因
縁
の
集
積
で
な
い
も
の
は
な
い
」
と
い
う
で
は
な
い
か
。
貴
公
と
縁
あ
っ
て
此
の
世
で
出
会
え
た
こ
と
は
、
ど
う
し
て
偶
然
な
ど
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
何
度
も
違
う
世
に
生
ま
れ
変
わ
る
な
か
で
、
幾
度
別
れ
、
幾
度
出
会
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
今こ

ん

生じ
ょ
う

で

は
別
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
ど
う
し
て
後ご

生し
ょ
う

で
の
出
会
い
が
無
い
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。
貴
公
は
も
う
此
の
世
に
帰
っ
て
は
来
な
い
が
、

私
は
き
っ
と
遠
か
ら
ず
後
を
追
っ
て
往
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
ど
う
し
て
形
（
本
体
）
が
立
ち
去
っ
た
の
に
そ
の
影
だ
け
は
の
こ
り
、
皮
膚

（
基
盤
）
が
亡
び
て
し
ま
っ
た
の
に
毛
だ
け
は
生
育
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
よ
う
か
。
あ
あ
微
之
よ
。
言
葉
も
こ
こ
に
尽
き
果
て

た
。
ど
う
か
お
饗
け
下
さ
い
。

　
五
、
語
　
釈

【
一
】　

○
歳
次　

歳
星
（
木
星
）
の
や
ど
り
。
歳
星
は
十
二
年
で
天
を
一
周
し
、
一
年
に
一
次
を
行
く
。『
左
氏
伝
』
襄
公
二
十
八
年
に
、

「
歳
は
星
紀
に
在
り
、
玄
枵
に
淫
す
」
と
あ
り
、
杜
預
の
注
に
「
歳
は
歳
星
な
り
」
と
。『
文
選
』
巻
十
、
潘
岳
の
「
西
征
の
賦
」
に
「
歳



七
〇

は
玄
枵
に
次
（
や
ど
）
り
、
月
は
蕤
賓
に
旅
（
や
ど
）
る
」
と
。
○
中
大
夫
・
守
河
南
尹
・
上
柱
国
・
晋
陵
県
開
国
男
・
食
邑
三
百
戸
・

賜
紫
金
魚
袋　

こ
れ
ら
は
白
居
易
の
官
銜
（
肩
書
）
で
あ
る
。
中
大
夫
は
、
品
階
の
上
下
を
示
す
文
散
官
の
一
つ
で
、
従
四
品
下
。
河
南

尹
は
、
東
都
洛
陽
を
治
め
る
河
南
府
の
長
官
。
正
員
一
名
。
従
三
品
。
職
事
官
で
あ
る
「
河
南
尹
」
の
品
階
が
、
散
官
の
「
中
大
夫
」
の

そ
れ
よ
り
も
高
い
た
め
、「
守
」
の
字
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
上
柱
国
は
、
勲
官
で
正
二
品
。
晋
陵
県
開
国
男
は
、
皇
族
や
国
家
の
功
臣

に
与
え
ら
れ
る
爵
号
で
、
従
五
品
上
。
食
邑
は
、
爵
号
に
伴
っ
て
与
え
ら
れ
る
領
地
。
三
百
戸
は
、
名
目
上
の
数
に
過
ぎ
な
い
。
賜
紫
金

魚
袋
は
、
特
に
紫
衣
を
着
、
黄
金
で
作
っ
た
魚
形
の
袋
（
金
魚
袋
）
を
帯
び
る
の
を
許
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
唐
代
、
三
品
以
上
は
紫
衣

を
服
し
、
五
品
以
上
は
緋
衣
を
着
た
が
、
そ
の
官
位
に
及
ば
な
い
者
に
も
、
し
ば
し
ば
賜
紫
・
賜
緋
の
挙
が
あ
り
、
紫
衣
・
緋
衣
を
賜
っ

た
。『
旧
唐
書
』
巻
四
五
、
輿
服
志
に
「
恩
制
に
緋
紫
を
賜
賞
し
、
例
（
お
ほ
む
ね
）
魚
袋
を
兼
ね
し
む
。
之
を
章
服
と
謂
ふ
」
と
。
○

清
酌　

清
い
酒
。
神
に
捧
げ
る
酒
。
宗
廟
を
祭
る
際
の
酒
。
○
庶
羞
之
奠　

庶
羞
は
、
も
ろ
も
ろ
の
美
味
の
御
馳
走
。
庶
は
、
衆
。
羞

は
、
進
。
多
く
の
珍
味
美
味
を
進
献
す
る
こ
と
。『
礼
記
』
王
制
第
五
に
「
庶
羞
は
牲
を
踰
え
ず
」
と
。
奠
は
、
葬
儀
の
時
に
物
を
供
え

る
祭
。
○
故
相
国
・
鄂
岳
節
度
使
・
贈
尚
書
右
僕
射　

亡
く
な
っ
た
元
稹
の
肩
書
。
相
国
は
、
宰
相
の
通
称
。
鄂
岳
節
度
使
は
、
武
昌
軍

節
度
使
（
治
は
、
湖
北
省
武
漢
市
）
の
こ
と
。
元
稹
は
大
和
四
年
（
八
三
〇
）
に
検
校
戸
部
尚
書
兼
鄂
州
刺
史
・
御
史
大
夫
・
武
昌
軍
節

度
使
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
尚
書
右
僕
射
は
、
右
丞
相
と
も
い
う
。
左
僕
射
と
と
も
に
尚
書
六
部
を
統
轄
す
る
。
正
員
一
名
。
従
二
品
。

死
後
に
追
贈
さ
れ
た
の
で
「
贈
」
字
を
付
す
。

【
二
】　

○
家
積
善
慶　

家
が
善
事
を
積
み
重
ね
る
こ
と
。『
易
経
』
坤
・
文
言
伝
に
「
善
を
積
む
の
家
に
は
、
必
ず
余
慶
有
り
、
不
善
を

積
む
の
家
に
は
、
必
ず
余
殃
有
り
」
と
。
○
粹
和　

純
粋
で
穏
や
か
な
気
を
い
う
。
○
国
禎　

国
の
さ
い
わ
い
。
国
祚
（
そ
）。
○
人
瑞 

人
事
上
の
め
で
た
い
し
る
し
。
○
行
業　

お
こ
な
い
と
わ
ざ
。
品
行
。
○
志
略　

こ
こ
ろ
ざ
し
。
は
か
り
ご
と
。
○
政
術　

政
治
上
の

て
だ
て
。
政
治
の
や
り
か
た
。
政
道
。『
白
氏
文
集
』
一
五
〇
八
「
進
士
策
問
五
道
」
第
五
道
に
「
今
、
天
子
、
方
に
天
下
の
賢
良
政
術



七
一

白
居
易
「
微
之
を
祭
る
文
」
訳
注

の
士
に
策
し
、
親
し
く
利
病
（
り
へ
い
）
を
訪
ひ
、
以
て
元
元
を
活
か
さ
ん
と
す
」
と
。
○
文
華　

文
才
。
○
四
科　

こ
こ
で
は
、
孔
門

の
四
科
の
こ
と
。
徳
行
・
言
語
・
政
事
・
文
学
の
四
種
の
科
目
を
い
う
。
○
全
才　

万
能
の
才
能
。
○
将
相　

将
軍
と
宰
相
。
大
将
と
大

臣
。
将
は
、
こ
こ
で
は
節
度
使
の
こ
と
。
○
謨
猷　

は
か
り
ご
と
。
国
家
の
政
策
。
○
風
声　

土
地
風
俗
に
随
っ
て
風
化
声
教
を
立
て

る
こ
と
。
よ
い
風
俗
教
化
。『
尚
書
』
畢
命
に
「
淑
慝
を
旌
別
し
、
厥
の
宅
里
を
表
し
、
善
を
彰
し
悪
を
癉
（
や
）
ま
し
め
、
之
が
風
声

を
樹
て
よ
」
と
あ
り
、
伝
に
「
其
の
善
風
を
立
て
、
其
の
善
声
を
揚
ぐ
」
と
い
う
。
又
、『
左
氏
伝
』
文
公
六
年
に
「
古
の
王
者
は
、（
中

略
）
並
に
聖
哲
を
建
て
、
之
が
風
声
を
樹
て
」
と
あ
り
、
杜
預
の
注
に
「
土
地
の
風
俗
に
因
り
て
、
為
に
声
教
の
法
を
立
つ
」
と
い
う
。

○
蕃
方　

未
開
の
国
。
蛮
人
の
国
。
蛮
国
。『
詩
経
』
大
雅
「
抑
」
に
「
用
て
戎
の
作
（
お
こ
）
る
を
戒
め
、
用
て
蕃
方
を
逷
（
と
ほ
ざ
）

け
よ
」
と
あ
り
、
鄭
箋
に
「
蕃
方
と
は
、
蕃
畿
の
外
な
り
」
と
。
○
功
利　

こ
こ
で
は
、
功
績
と
利
益
、
或
い
は
、
幸
福
と
利
益
を
い

う
。
○
夷
夏　

夷
狄
と
中
国
。
異
民
族
と
漢
民
族
。
○
蒼
生　

人
民
。
あ
お
ひ
と
ぐ
さ
。
蒼
蒼
と
茂
る
草
木
の
よ
う
に
衆
（
お
お
）
い
民

を
い
う
。『
書
経
』
益
稷
に
「
光
（
広
）
天
の
下
、
海
隅
の
蒼
生
、
万
邦
の
黎
献
に
至
る
ま
で
、
共
に
帝
の
臣
惟
（
た
）
り
」
と
。
黎
献

は
、
黎
民
（
庶
民
）
中
の
賢
者
。
○
詩
云
「
淑
人
君
子
、
胡
不
萬
年
」　
『
詩
経
』
曹
風
・
鳲
鳩
に
「
淑
人
・
君
子
、
是
の
国
人
を
正
す
。

是
の
国
人
を
正
す
、
胡
ぞ
万
年
な
ら
ざ
ら
ん
や
」
と
。
淑
人
は
、
善
人
。
鄭
箋
に
「
能
く
人
に
長
た
れ
ば
則
ち
人
其
の
寿
考
を
欲
す
」

と
。
○
又
云
「
如
可
贖
兮
、
人
百
其
身
」　
『
詩
経
』
秦
風
・
黄
鳥
に
「
彼
の
蒼
た
る
も
の
は
天
、
我
が
良
人
を
殲
（
つ
く
）
せ
り
。
如
し

贖
ふ
べ
く
ん
ば
、
人
其
の
身
を
百
に
せ
ん
」
と
。
○
賢
良　

か
し
こ
く
て
善
良
な
人
。
す
ぐ
れ
て
賢
い
人
。
○
情
理　

人
情
と
道
理
。
○

憤
痛　

い
き
ど
お
り
い
た
む
。
○
號
呼　

呼
び
さ
け
ぶ
。
大
声
で
呼
ぶ
。

【
三
】　

○
貞
元
季
年
、
始
定
交
分　

交
分
は
、
交
際
の
本
分
。
ま
じ
わ
り
。
つ
き
あ
い
。
白
居
易
と
元
稹
は
、
貞
元
十
九
年
（
八
〇
三
）

に
同
時
に
科
挙
の
書
判
抜
萃
科
に
合
格
し
て
お
り
、
交
際
が
始
ま
っ
た
の
は
、
そ
の
前
年
（
貞
元
一
八
年
・
八
〇
二
）
頃
か
ら
と
推
定

さ
れ
る
。
○
行
止　

行
く
と
止
ま
る
。
動
静
。
出
処
進
退
。
○
通
塞　

通
る
こ
と
と
ふ
さ
が
る
こ
と
。
境
遇
の
順
調
な
こ
と
と
難
渋
な
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こ
と
。
運
の
開
け
る
こ
と
と
開
け
な
い
こ
と
。
幸
と
不
幸
。
窮
通
。
○
金
石　

か
ね
と
い
し
。
堅
い
も
の
、
永
久
不
変
の
も
の
の
た
と

え
。「
金
石
の
交
わ
り
」
は
、
金
石
の
よ
う
に
堅
く
決
し
て
心
変
わ
り
し
な
い
ま
じ
わ
り
、
堅
固
で
破
れ
な
い
交
わ
り
、
を
い
う
。
○
膠

漆　

に
か
わ
と
う
る
し
の
よ
う
に
交
際
の
緊
密
な
た
と
え
。『
韓
非
子
』
安
危
に
「
堯
は
膠
漆
の
約
無
け
れ
ど
も
、
当
世
に
於
て
道
行
は

る
」
と
。
○
死
生
契
闊　

死
ぬ
も
生
き
る
も
苦
労
を
共
に
す
る
こ
と
。『
詩
経
』
邶
風
「
撃
鼓
」
に
「
死
生
契
闊
、
子
（
し
）
と
説
（
ち

か
い
）
を
成
せ
り
、
子
の
手
を
執
り
て
、
子
と
偕
（
と
も
）
に
老
い
ん
と
」
と
。
○
爵
祿　

爵
位
と
秩
禄
。
○
患
難　

難
儀
。
う
れ
へ
。

苦
し
み
。
○
寤
寐　

目
覚
め
る
こ
と
と
ね
る
こ
と
。
寝
て
も
覚
め
て
も
。『
詩
経
』
周
南
・
関
雎
に
「
窈
窕
（
え
う
て
う
）
た
る
淑
女
は
、

寤
寐
に
之
を
求
む
」
と
。
○
憂
思　

う
れ
え
る
心
。
ま
た
、
う
れ
え
思
う
。『
礼
記
』
儒
行
に
「
儒
に
（
中
略
）
其
の
憂
思
此
く
の
如
き

者
有
り
」
と
。
○
誓
心　

心
中
に
誓
い
を
立
て
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
誓
い
の
内
容
を
い
う
。
○
同
帰　

帰
着
す
る
と
こ
ろ
を
同
じ
く
す

る
。
同
じ
所
に
行
く
着
く
こ
と
。『
易
経
』
繋
辞
下
伝
に
「
天
下
、
帰
を
同
じ
う
し
て
塗
（
み
ち
）
を
殊
に
し
、
致
を
一
に
し
て
慮
を
百

に
す
」
と
。
○
交
感　

双
方
が
相
ま
じ
わ
っ
て
、
互
い
に
感
じ
合
う
こ
と
。
○
文
翰　

文
書
。
文
章
筆
墨
。
こ
こ
で
は
、
作
品
の
こ
と
。

翰
は
、
筆
の
意
。
筆
墨
に
関
す
る
も
の
を
す
べ
て
文
翰
と
い
う
。

【
四
】　

○
左
丞　

尚
書
左
丞
の
こ
と
。
尚
書
都
省
に
属
し
、
尚
書
右
丞
と
も
に
省
事
を
管
轄
す
る
。
総
理
府
次
官
。
正
員
一
名
。
正
四
品

上
。
○
自
越
過
洛　

越
は
、
越
州
の
こ
と
。
今
の
浙
江
省
紹
興
市
。
洛
は
、
洛
陽
の
こ
と
。
元
稹
は
、
長
慶
三
年
（
八
二
三
）
冬
に
、
御

史
大
夫
・
浙
東
観
察
使
・
越
州
刺
史
と
な
り
、
越
州
に
て
六
年
近
く
を
過
ご
し
た
。
そ
の
後
、
大
和
三
年
（
八
二
九
）
九
月
、
尚
書
左
丞

を
授
け
ら
れ
、
長
安
へ
と
向
か
う
途
上
、
洛
陽
に
留
ま
り
、
白
居
易
と
会
っ
た
。
○
醉
別　

酒
宴
を
張
っ
て
見
送
る
。
○
悲
吒　

悲
し

み
歎
く
。
吒
（
た
）
は
、
歎
く
際
の
声
。
○
留
連　

去
る
に
忍
び
ず
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
さ
ま
。
○
徒
侶　

朋
輩
。
仲
間
。
同
伴
者
。

○
自
識
君
来
三
度
別　
「
三
度
別
」
と
は
、
①
元
和
十
年
（
八
一
五
）
三
月
二
十
九
日
、
通
州
司
馬
に
出
さ
れ
る
元
稹
を
長
安
近
郊
の
灃

水
（
渭
水
の
支
流
）
で
見
送
っ
た
時
、
②
元
和
十
四
年
（
八
一
九
）
三
月
、
夷
陵
（
湖
北
省
宜
昌
県
）
に
て
元
稹
と
出
会
い
、
三
宿
し
て
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白
居
易
「
微
之
を
祭
る
文
」
訳
注

別
れ
た
時
、
③
長
慶
三
年
（
八
二
三
）
十
月
、
越
州
（
浙
江
省
紹
興
市
）
に
赴
く
元
稹
を
杭
州
で
見
送
っ
た
時
、
を
い
う
。
○
後
迴　

次

回
。
後
に
ま
た
出
会
う
機
会
。
○
髭
鬚　

口
ひ
げ
と
あ
ご
ひ
げ
。
ま
た
は
、
単
に
、
ひ
げ
の
こ
と
。
○
涕
零　

涙
の
落
ち
る
こ
と
。『
詩

経
』
小
雅
・
小
明
に
「
彼
の
共
人
を
念
ふ
、
涕
零
ち
て
雨
の
如
し
」
と
。
○
中
心　

心
の
う
ち
。
心
中
。
中
情
。
○
惕
然　

お
じ
お
そ
れ

る
さ
ま
。『
列
子
』
黄
帝
に
「
怛
然
と
し
て
内
熱
し
、
惕
然
と
し
て
震
悸
す
矣
」
と
。

【
五
】　

○
捐
館　

や
か
た
を
す
て
る
。
逝
去
す
る
こ
と
を
い
う
。『
戦
国
策
』
趙
策
に
「
今
、
奉
陽
君
は
館
舎
を
捐
（
す
）
つ
」
と
。
○

鄂　

鄂
州
の
こ
と
。
治
は
、
湖
北
省
武
昌
県
。
元
稹
は
大
和
四
年
（
八
三
〇
）
一
月
、
検
校
戸
部
尚
書
を
授
け
ら
れ
、
御
史
大
夫
・
武
昌

軍
節
度
使
・
顎
州
刺
史
と
な
り
、
翌
大
和
五
年
（
八
三
一
）
七
月
二
十
一
日
、
武
昌
に
て
死
去
し
た
。
○
悲
訃　

悲
し
い
死
の
知
ら
せ
。

悲
し
い
訃
報
。
凶
報
。
○
萬
感　

多
く
の
感
慨
。
い
ろ
い
ろ
の
思
い
。
○
前
篇　

前
の
篇
。
以
前
の
作
品
。
大
和
三
年
（
八
二
九
）
に
洛

陽
で
再
会
し
、
別
れ
に
臨
ん
で
元
稹
が
詠
じ
た
先
掲
の
二
首
を
指
す
。
○
覆
視　

く
り
か
え
し
て
視
る
。
何
度
も
照
合
す
る
。
覆
は
、
く

り
か
え
す
。
○
詞
意　

言
葉
の
意
味
。
辞
意
。
○
魄
兆　

た
ま
し
い
の
き
ざ
し
。
○
哀
詞　

哀
辞
と
も
い
う
。
文
体
の
名
。
古
く
は
夭
逝

し
た
者
を
悼
む
際
に
用
い
た
が
、
後
に
は
、
寿
命
を
全
う
し
た
者
に
も
用
い
た
。
多
く
は
韻
文
の
形
式
を
と
る
。
○
奠
文　

祭
奠
の
文
。

「
奠
」
は
、
物
を
供
え
て
祭
る
こ
と
。
喪
葬
の
時
に
物
を
供
え
る
祭
を
い
う
。
○
寝
門　

寝
殿
の
門
。
奥
御
殿
の
門
。
○
妻
孥　

妻
と
子
。

○
皇
天　

天
の
敬
称
。
ま
た
、
天
の
主
宰
神
。
○
卓
犖　

卓
越
し
て
す
ぐ
れ
る
こ
と
。
超
絶
。『
後
漢
書
』
巻
四
〇
下
・
班
固
伝
に
「
方

州
に
卓
犖
た
り
、
要
荒
に
羨
溢
た
り
」
と
あ
り
、
注
に
「
卓
犖
と
は
、
殊
絶
な
り
」
と
。
○
風
骨　

文
章
の
骨
格
。
詩
文
の
風
格
。
○
精

霊　

す
ぐ
れ
て
霊
妙
な
気
。
宇
宙
万
物
の
本
体
。
○
咸
陽　

古
の
秦
の
地
。
今
の
陝
西
省
長
安
県
の
東
。
○
埃
塵　

ほ
こ
り
。
ち
り
。
塵

埃
。
○
絃
筆
両
絶　

琴
の
絃
と
、
筆
を
、
と
も
に
絶
つ
こ
と
。「
絶
絃
」
は
、
真
の
理
解
者
（
知
音
）
を
失
っ
た
た
め
に
、
琴
の
弦
を
断

ち
切
っ
た
伯
牙
の
故
事
に
拠
る
。
こ
こ
で
は
「
絶
筆
」
も
同
じ
意
味
に
用
い
る
。『
呂
氏
春
秋
』
巻
十
四
・
孝
行
覧
・
本
味
に
「
凡
そ
賢

人
の
徳
は
、
以
て
之
を
知
る
も
の
有
れ
ば
な
り
。
伯
牙
琴
を
鼓
し
、
鍾
子
期
之
を
聴
く
。
…
…
鐘
子
期
死
す
る
や
、
伯
牙
琴
を
破
り
弦
を
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絶
ち
、
終
身
復
た
琴
を
鼓
せ
ず
。
以
為
へ
ら
く
、
世
に
復
た
為
に
琴
を
鼓
す
る
に
足
る
者
な
し
、
と
。
独
り
琴
の
み
此
の
若
く
な
る
に
非

ず
、
賢
者
も
亦
た
然
り
」
と
。

【
六
】　

○
三
界　

仏
教
で
、
一
切
衆
生
の
生
死
輪
廻
す
る
三
種
の
世
界
を
い
う
。
欲
界
と
色
界
と
無
色
界
。
ま
た
、
過
去
・
現
在
・
未
来

の
こ
と
。
○
四
海　

四
方
の
海
の
内
。
天
下
。
○
交
朋　

朋
友
。
友
人
。
○
終
天
之
別　

永
遠
の
別
れ
。
永
訣
。「
終
天
」
は
、
此
の
世

の
終
わ
り
ま
で
。
と
こ
し
え
。
永
久
。
○
既
往　

す
で
に
過
ぎ
去
っ
た
こ
と
。
す
ん
だ
こ
と
。
過
去
。

【
七
】　

○
灰
心　

冷
灰
の
よ
う
に
心
が
意
気
沮
喪
し
て
ふ
る
わ
な
い
こ
と
。
失
意
の
極
み
。
○
血
涙　

血
の
な
み
だ
。
○
仏
経　

仏
教
の

経
典
。
○
凡
有
業
結
、
無
非
因
集　

お
よ
そ
業
（
人
間
の
善
悪
の
行
為
）
が
結
び
つ
く
の
は
、
す
べ
て
因
縁
の
集
積
に
よ
ら
ぬ
も
の
は
な

い
、
の
意
で
あ
ろ
う
。
○
縁
会　

諸
縁
の
合
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
互
い
に
出
会
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
宿
縁
を
い
う
。
○
多
生　

生

死
を
重
ね
て
幾
度
も
生
ま
れ
出
る
こ
と
を
い
う
仏
教
語
。
六
道
を
輪
廻
し
て
多
く
の
生
を
経
る
こ
と
。
○
後
期　

後
日
に
会
う
時
。
こ
こ

で
は
、
後
生
で
の
出
会
い
を
い
う
。
○
不
帰　

か
え
ら
な
い
。
転
じ
て
、
死
ぬ
こ
と
。
○
安
有
形
去
而
影
在
、
皮
亡
而
毛
存
者
乎　
『
左

氏
伝
』
僖
公
十
四
年
に
「
冬
、
秦
饑
（
う
）
う
。
糴
（
て
き
。
輸
出
米
）
を
晋
に
乞
は
し
む
。
晋
人
与
へ
ず
。
慶
鄭
曰
く
「
施
（
し
）
に

背
く
は
親
無
き
な
り
。
災
を
幸
と
す
る
は
不
仁
な
り
。
愛
を
貪
（
む
さ
ぼ
）
る
は
不
祥
な
り
。
鄰
を
怒
ら
す
は
不
義
な
り
。
四
徳
皆
失
は

ば
、
何
を
以
て
国
を
守
ら
ん
」
と
。
虢
射
（
く
わ
く
せ
き
）
曰
く
「
皮
の
存
せ
ざ
る
、
毛
将
（
は
）
た
安
く
に
か
傅
（
つ
）
か
ん
」
と
」

と
。
虢
射
の
セ
リ
フ
は
「
皮
（
＝
土
地
）
が
無
け
れ
ば
、
毛
（
＝
輸
出
米
）
の
つ
き
場
所
が
あ
る
ま
い
」
と
い
う
寓
意
。
転
じ
て
、
事
物

は
、
そ
の
基
礎
を
失
っ
て
は
存
在
で
き
な
い
こ
と
の
比
喩
に
用
い
る
。
○
尚
饗　

祭
文
の
末
尾
に
用
い
る
常
套
句
。『
儀
礼
』
士
虞
礼
に

「
卒
辞
に
曰
く
、
哀
子
某
、
来
日
某
、
爾
（
な
ん
ぢ
）
を
爾
の
皇
祖
某
甫
に
隮
（
の
ぼ
）
せ
祔
せ
ん
と
す
。
尚
は
く
は
饗
け
よ
」
と
。
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